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得できた症例について、ひGTM7遺伝子型を調べた。遷延性黄疽は、生後 1 4 日以降に血清ピリ 
ルビン値150"mol7L(8.77mg/dL)以上を呈したもの、とした。胆汁うっ滞や溶血性疾患、甲状 
腺機能低下は除外した。
【結果】4 6 例の黄疽症例のうち4 1 例 （89 .1% )、およびコントロール症例3 8 例のうち7 例 
(18 .4% )が UGT1AJ*6のアレルを有していた。 喵 のアレル頻度は症例群において 
0.641で、コントロール群（0 .0 9 2 )と比較して有意に高かった（p < 0 .0 0 1 )。一方、黄疽群の 





となっている。今後慢性ビリルビン脳症（核黄疽）の 発 症 に が 関 連 し て い る か ど う
かを明らかにする必要がある。
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方 法 •結 果 •考 察 •結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しな い こ と 。
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(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
本論文では日本人の妊娠2 8 週 0 日から3 6 週 6 日までの早産児を対象として、遷延性黄 
疽を呈した新生児症例と呈さなかった症例のUGT1A1の遺伝子多型を解析してアレル頻度 





本 論 文 は 、UGT1A1*6多型が早産児の遷延性黄疸を惹起するリスク因子となることを示し、 
早産児の管理において重要な核黄疽の危険を内在する遷延性黄疸の発来機序について新た 
な知見を与えたものであ り 、 また最終試験として論文内容に関連した試問を実施したとこ 
ろ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文に値するものと認められた。
(総字数3 9 4 字）
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